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 こんにちは、ピーシー・ブレインの高山です。 

大雨や首都圏の交通インフラを麻痺させた台風も通りすぎてからは一気に季節が進んでしまったよう

です。最近はちょうど心地良い季節・時期がなんだか短くなっている感じがします。 

さて、ホームページの活用方法を中心とした「WEB マーケティングのヒント」というタイトルで、情報をお

届けいたします。 
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CMS の SEO 対策効果 
 
関連ページが自動的に更新され、
必要な情報をもれなく更新できる
CMS の利用は SEO 対策上の効
果があることは各所で実績があり
レポートされています。 
ただし、CMS を使えば何もしなく
ても効果をあげる訳ではなく、一定
の条件があります。 
 
例えば、検索エンジンが評価して
いるポイントに、（文法的に）正しい
構造のページであるのかという点
があります。 
これについては、CMS ではページ
生成の基となるテンプレートをしっ
かりと作り込んでしまえば、後々生
成されるページも同様にしっかりと
した構造を持ったものになります。 
この点でテンプレートづくりが重要
になってきます。 
また、最近の検索エンジンでは利
用者である「人」にとってやさしい
ホームページであるかどうかという
ことも評価しています。 
これは、迷わずに欲しい情報にた
どり着くことができるようなナビ
ゲーションになっているかなどが
含まれるのですが、CMS ではこ
の要素である「パンくずリスト」と呼
ばれるナビゲーションをカンタンに
用意することができます。 
このように一度準備してしまえば
自動的に生成してくれる部分につ
いて CMS はとても効率が良く
SEO 対策とも相性が良いと言えま
す。 
 
とはいっても最終的なページの評
価は、そこに書かれている内容で
す。 
タイトルも含めて記事の内容を決
めるのは「人」ですので、CMS を
利用して他の作業を効率化した分
をページ内容の充実にあてるよう
にしましょう。 
 

今回は、ホームページの更新を容易にする「CMS」と呼

ばれる仕組みについて取り上げます。 
 
CMS とは、「Content Management System」（コンテ

ンツマネジメントシステム）の頭文字を取った略称です。 
ホームページを構成するテキストや画像などの「コンテ

ンツ」を管理して、ページ作成から公開までの流れを統

合的に管理するシステムとして、インターネットの進化と

ともに普及し、特にここ数年ではかなり導入が進んでき

たものです。 
 
ではなぜ CMS が求められるにようになってきたので

しょうか？ 
 
その背景には、ホームページの更新・管理に手がかか

るようになってきた実態があります。 
ホームページはページ数が一定以上になると、その管

理は急激に煩雑になってきます。 
これは「リンク」と呼ばれるホームページの特徴が大きく

影響しています。 
我々のようなホームページを専門的に扱う立場でも、何

のツールも利用しないで多数のページとそこに埋め込

まれるコンテンツ・リンクの管理をミスなく行うには大

変な手間を必要とします。 
 
▼増えるホームページ更新のニーズ 
 
ホームページの活用が進むにつれ、情報更新の頻度

が増えてきます。またビジネスに関わるいろいろな部

門・部署・担当者がそれぞれの情報を発信したいとい

うニーズも顕在化してきます。 
こうなってくると、全てを単独のスタッフあるいは外注

に依頼していたのではタイムリーに対応ができませ

ん。 
一方で、専門ではないスタッフのホームページや

HTML に関するスキルを上げるにも大変な手間と時

間がかかるため現実的ではありません。 
 
CMS では、このような課題を解決する手段としても位

置づけられています。 
 

 

 

CMS を利用する際には、機能上の

特徴やメリットなどについて知って

おく必要があります。 
 
機能は製品などによって異なります

が、主な特徴としては次に挙げられ

るようなものがあります。 
 
▼編集面 
 HTML の知識を必要とせずに

ページを編集できる 
 テンプレートを利用したページ作

成となるため、ホームページ内で

担当者や編集者の違いによるデ

ザイン・レイアウトの差がなくなり

統一感が出る 
 サイト内のリンクを CMS 側で設

定するためリンク切れが発生しな

くなる 
 一覧ページなど関連するページ

も自動的に生成される 
 ホームページ全体のデザイン変

更が簡単に行なえる 
 
▼運営面 
 即時あるいはスケジュールで

ページを更新・反映することがで

きる 
 更新履歴などが記録されるため、

誤って作業した場合でも状態の

把握が容易になる。ワークフロー

機能により、管理者が状況の把

握、未承認コンテンツの配信を防

止できる 
 
一方で、デメリットも言えるような制

約・条件もあります。 
 
 CMS は「システム」であるため、

サーバーのスペック・仕様に条件

が発生する 
 格安のレンタルサーバーなどで

は利用できないケースがありま

す。 
 CMS の操作・機能は学習する必

要がある 
 既存ページからの移行にあたっ

てはページの書き換え、レイアウ

ト変更などの作業が発生する 
 ランディングページやフォームな

ど、他のページとは異なる性格・

タイプのページは作りにくい 
 
CMS は使い続けてゆくツールです

ので、導入時だけでなく運用・維持

についても考えて選びたいところで

す。 
 

■CMS の種類 
一口に CMS と言ってもいろいろな

タイプ種類があります。 
大きくは導入の形態によって、「パッ

ケージ型」と「Saas・ASP 型」の２つ

に分類されます。 
 
▼パッケージ型の特徴 
 自社専用のシステムとして作り込

みが可能 
 初期費用のみで運用コストを下

げることが可能 
 価格は、50 万程度～。さらに、導

入・設定費用、保守費は別途必

要となる。 
 Wordpress や Movable Type

といった無料版もある 
 システムのバックアップ、セキュリ

ティ対応などは自分たちで対応す

る必要がある 
 
▼Saas・ASP 型の特徴 
 導入・運用の手間がラク 
 初期費用は安価だがシステム利

用料などがかかる 
 デザインがある程度制約される

ケースが多い 
※ウェブクイックはこのタイプです。 
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地域で一番ネットを使った商売に

詳しいコンサルティング企業 

 

- Web マーケティングコンサル 

- ネット集客支援 

- ホームページ制作 

- SEO リフォーム 

- WEB システム開発 

 
 

 
当社 Web サイト 
: 
http://www.pcbrain.co.jp 
http://www.webquick.jp 

 

 

 
 

■HTML に関する知識がなくても

ページ作りが可能となる 
HTML や CSS などの知識を必要と

せずに、Word のようなワープロソフ

トを操作する感覚でページを作るこ

とができます。 
最近ではブログなどを個人で利用し

ている人も多いので、このような操

作方法は受け入れ易いという背景も

あります。 
 
■ワークフローによる作業品質の均

一化 
責任者・管理者による承認を必要と

するワークフローを CMS 上で適用

することで、効率的にかつ品質を安

定させたホームページ運用ができる

ようになります。 
※ワークフロー機能は、フリーや低

価格の CMS では装備されていな

い、利用されていないケースがあり

ます。 
 

このように作業上のメリットも大いに

あるのですが、 さらに大きいのは

ホームページのコンテンツ制作が効

率的になることで、情報発信の頻度

と質が向上することです。 
 
■SEO 対策としての効果 
情報を発信する回数が増えれば、

編集スタッフの慣れによってその質

も向上してゆきますし、サイト訪問者

にとっても新鮮な情報に接する頻度

が高くなります。また、検索エンジン

の評価ポイントの一つである情報更

新頻度がアップするので、SEO 対策

上でも有利的に働きます。 
 
■それ以外にも・・・ 
CMS がもたらす効果は、ページ制

作に関わる部門・スタッフだけに限り

ません。 
 
経営管理の視点からは、作業の多く

が社内で完結するため外注コストを

抑えることができますし、ホームペー

ジ関連の技術に精通した人材を教

育する時間・手間を省略することも

できます。 
 
■CMS の活用方法 
CMS の利用方法としては、「サイト

を置き換えて全体に利用」「サブサイ

トとして新規利用」「サイトの一部に

利用」という３つのパターンがありま

す。 
おすすめなのは、サブサイトとしての

利用です。最近はサービスや製品タ

イプでホームページを複数所有・運

営することは珍しくありません。この

タイプであれば、既存のホームペー

ジを変更することなく手軽に立ち上

げることもでき、CMS としてのメリッ

トを最大限に享受することができま

す。 
また、業務改善という点ではサイト

の一部に組み込むだけでも効果は

あります。 

今回ご紹介するのは、「アゴラガーデン」様のホーム

ページです。 
http://www.agora-garden.com/ 

千葉県松戸市に本社を置く、エクステリア、外溝工事の

アゴラガーデン様。 
ホームページでの集客、受注数増加を目的とした全面

リニューアルを行いました。 
集客効果を最大化する為に掲載するコンテンツの大幅

見直しとプロによるコピーライティング、そして徹底的な

SEO 対策を施しました。 
 
結果、「エクステリア 松戸」キーワードで Google、

Yahoo 共に 1 位表示、また、リニューアル公開後 1 ヵ

月足らずで既に 2～3 件の新規受注ができたそうで

す。 
 

図 グーグル検索の結果 
 
通常、ホームページがその集客力を発揮するまでに 3
～6 ヵ月の時間を必要とすることを考えると、まだまだ

集客効果の増加が期待できます。 

ユニバーサル検索による地図情報 


